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二
項
」
に
改
め
、「
、
理
事
の
」
と
」
の
下
に
「
、
第
五
十
三
条
第
二
項
第
二
号
中
「
計
算
書
類
」
と
あ
る
の
は
「
貸

借
対
照
表
、
損
益
計
算
書
及
び
剰
余
金
処
分
案
又
は
損
失
処
理
案
」
と
」
を
加
え
、
同
条
第
四
項
中
「
第
六
十
八
条

第
一
項
」
の
下
に
「
、
第
六
十
八
条
の
二
、
第
六
十
八
条
の
三
」
を
、「
場
合
に
お
い
て
」
の
下
に
「
、
第
六
十
八
条

の
三
第
二
項
中
「
第
五
十
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
八
十
四
条
の
八
」
と
、
第
六
十
九
条
第
四
項
中
「
財
産
目
録
又
は

計
算
書
類
」
と
あ
る
の
は
「
貸
借
対
照
表
、
損
益
計
算
書
及
び
剰
余
金
処
分
案
又
は
損
失
処
理
案
」と
」を
加
え
、「
第

三
十
四
条
の
二
第
三
項
の
組
合
」
を
「
経
営
管
理
委
員
設
置
組
合
」
に
改
め
る
。

第
八
十
六
条
の
三
第
三
項
中
「
第
四
十
七
条
の
六
第
一
項
」
を
「
第
四
十
七
条
の
五
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第

四
項
第
十
号
中
「
、
第
八
十
六
条
の
十
第
一
項
及
び
第
百
九
条
」
を
「
及
び
第
八
十
六
条
の
十
一
第
一
項
」
に
改
め

る
。第

八
十
六
条
の
四
第
三
項
中
「
第
二
十
八
条
か
ら
」
を
「
第
二
十
七
条
か
ら
」
に
、「
第
二
十
八
条
第
二
項
」を「
第

二
十
七
条
第
二
項
」
に
、「
第
二
十
八
条
の
二
」
を
「
第
二
十
八
条
」
に
改
め
る
。

第
三
章
第
三
節
中
第
八
十
六
条
の
十
二
を
第
八
十
六
条
の
十
三
と
し
、
第
八
十
六
条
の
九
か
ら
第
八
十
六
条
の
十

一
ま
で
を
一
条
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
八
十
六
条
の
八
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
組
織
変
更
の
登
記
）

第
八
十
六
条
の
九

組
合
が
組
織
変
更
を
し
た
と
き
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
登
記
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
登
記
を
必
要
と
す
る
事
項
は
、
登
記
の
後
で
な
け
れ
ば
、
こ
れ
を
も
つ
て
第
三
者
に
対
抗

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

第
八
十
七
条
第
一
項
中
第
十
六
号
を
第
十
八
号
と
し
、
第
十
一
号
か
ら
第
十
五
号
ま
で
を
二
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、

同
項
第
十
号
中
「
監
査
及
び
指
導
」
を
「
組
織
、
事
業
及
び
経
営
に
関
す
る
調
査
、
相
談
及
び
助
言
」
に
改
め
、
同

号
を
同
項
第
十
一
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十
二

会
員
の
意
見
の
代
表
及
び
会
員
相
互
間
の
総
合
調
整

第
八
十
七
条
第
一
項
第
九
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十

漁
業
法
第
百
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
沿
岸
漁
場
管
理
団
体
と
し
て
行
う
同
法
第
六
十
条
第
八
項
に
規
定
す

る
保
全
活
動
そ
の
他
漁
場
の
管
理

第
八
十
七
条
第
八
項
中
「
第
一
項
第
十
号
に
規
定
す
る
会
員
の
監
査
」
を
「
第
一
項
第
十
一
号
」
に
、「
あ
つ
て
、

全
国
の
区
域
を
地
区
と
し
、
か
つ
、
同
項
第
四
号
の
事
業
を
行
う
連
合
会
を
会
員
と
す
る
も
の
（
次
条
」
を
「
あ
つ

て
全
国
の
区
域
を
地
区
と
す
る
も
の
（
以
下
こ
の
条
」
に
、「
同
項
第
十
号
に
規
定
す
る
会
員
の
監
査
の
」
を
「
同
号

に
規
定
す
る
」
に
、「
第
四
十
一
条
の
二
第
一
項
（
第
九
十
二
条
第
三
項
、
第
九
十
六
条
第
三
項
及
び
第
百
条
第
三
項

に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）に
規
定
す
る
特
定
組
合
の
監
査
の
事
業
を
行
う
も
の
と
す
る
」
を
「
当
該
全
国

連
合
会
を
間
接
に
構
成
す
る
組
合
又
は
連
合
会
の
組
織
、
事
業
及
び
経
営
に
関
す
る
調
査
、
相
談
及
び
助
言
の
事
業

を
行
う
こ
と
が
で
き
る
」
に
改
め
、
同
条
第
十
一
項
中
「
第
九
項
」
を
「
第
十
一
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十

三
項
と
し
、
同
条
第
十
項
第
三
号
中
「
第
一
項
第
十
二
号
」
を
「
第
一
項
第
十
四
号
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十

二
項
と
し
、
同
条
第
九
項
た
だ
し
書
中
「
、
第
五
項
並
び
に
前
項
」
を
「
並
び
に
第
五
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条

第
十
一
項
と
し
、
同
条
第
八
項
の
次
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

９

全
国
連
合
会
は
、
第
一
項
第
十
一
号
及
び
前
項
の
事
業
を
行
う
に
当
た
つ
て
必
要
な
場
合
に
は
、
当
該
全
国
連

合
会
を
直
接
又
は
間
接
に
構
成
す
る
組
合
又
は
連
合
会
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
組
合
等
」と
い
う
。）に
対
し
、

当
該
組
合
等
の
有
す
る
団
体
漁
業
権
に
係
る
組
合
員
（
連
合
会
に
あ
つ
て
は
、
会
員
た
る
組
合
の
組
合
員
）
に
よ

る
漁
場
の
利
用
に
関
す
る
業
務
及
び
当
該
組
合
等
が
行
う
漁
場
の
管
理
に
関
す
る
業
務
の
適
正
化
を
図
る
た
め

に
、
必
要
な
取
組
を
行
う
こ
と
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
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第
一
項
第
十
一
号
及
び
第
八
項
の
事
業
を
行
う
全
国
連
合
会
は
、
水
産
業
協
同
組
合
の
業
務
及
び
会
計
に
つ
い

て
専
門
的
知
識
及
び
実
務
の
経
験
を
有
す
る
者
で
農
林
水
産
省
令
で
定
め
る
資
格
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
役
員
又

は
職
員
を
当
該
事
業
に
従
事
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
八
十
七
条
の
二
を
削
る
。

第
八
十
七
条
の
三
第
一
項
中
「
第
八
十
七
条
第
一
項
第
四
号
」
を
「
前
条
第
一
項
第
四
号
」
に
、「
第
十
一
条
の
六

第
二
項
」
を
「
第
十
一
条
の
八
第
二
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
第
一
号
中
「
第
八
十
七
条
第
一
項
第
四
号
」を「
前

条
第
一
項
第
四
号
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
第
八
十
七
条
第
一
項
第
三
号
」
を
「
前
条
第
一
項
第
三
号
」
に
改

め
、
同
項
第
五
号
及
び
第
六
号
中
「
第
八
十
七
条
第
一
項
第
四
号
」
を
「
前
条
第
一
項
第
四
号
」
に
改
め
、
同
条
第

三
項
中
「
第
八
十
七
条
の
三
第
一
項
」
を
「
第
八
十
七
条
の
二
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
第
八
十
七
条

第
一
項
第
三
号
」
を
「
前
条
第
一
項
第
三
号
」
に
改
め
、
同
条
第
十
項
中
「
第
八
十
七
条
第
六
項
」
を
「
前
条
第
六

項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
八
十
七
条
の
二
と
す
る
。

第
八
十
七
条
の
四
第
二
項
中
「
第
八
十
七
条
の
四
第
一
項
」
を
「
第
八
十
七
条
の
三
第
一
項
」
に
、「
第
八
十
七
条

の
三
第
四
項
」
を
「
第
八
十
七
条
の
二
第
四
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
八
十
七
条
の
三
と
す
る
。

第
九
十
一
条
第
二
項
中
「
解
散
」
を
「
第
八
十
七
条
第
一
項
第
四
号
の
事
業
を
行
う
連
合
会
の
解
散
」
に
改
め
、

同
条
第
三
項
中
「
申
請
が
あ
つ
た
場
合
に
」
を
「
認
可
に
つ
い
て
」
に
改
め
、「
、
第
六
十
四
条
（
第
二
号
を
除
く
。）

及
び
第
六
十
五
条
」
を
削
り
、
同
条
中
第
五
項
を
第
六
項
と
し
、
第
四
項
を
第
五
項
と
し
、
第
三
項
の
次
に
次
の
一

項
を
加
え
る
。

４

連
合
会
（
第
二
項
の
連
合
会
を
除
く
。）は
、
第
一
項
第
二
号
及
び
第
五
号
の
事
由
以
外
の
事
由
に
よ
つ
て
解
散

し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
旨
を
行
政
庁
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
九
十
二
条
第
一
項
中
「
第
八
十
七
条
及
び
第
八
十
七
条
の
二
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、」を
削
り
、「
第
十
一
条

の
十
三
ま
で
」
を
「
第
十
一
条
の
十
六
ま
で
」
に
、「
第
十
一
条
の
二
第
一
項
中
「
前
条
第
一
項
第
一
号
」
を
「
第
十

一
条
の
三
第
一
項
中
「
第
十
一
条
第
一
項
第
一
号
」
に
、「
第
十
一
条
の
三
第
一
項
及
び
第
十
一
条
の
十
二
」
を
「
第

十
一
条
の
四
第
一
項
及
び
第
十
一
条
の
十
五
」
に
、「
第
十
一
号
」
を
「
第
十
二
号
」
に
、「
第
十
一
条
の
四
第
一
項
、

第
十
一
条
の
四
の
二
、
第
十
一
条
の
六
第
一
項
、
第
十
一
条
の
七
か
ら
第
十
一
条
の
九
ま
で
、
第
十
一
条
の
十
第
一

項
、
第
十
一
条
の
十
の
二
第
一
項
、
第
十
一
条
の
十
一
第
一
項
及
び
第
十
一
条
の
十
三
第
一
項
」
を
「
第
十
一
条
の

五
第
一
項
、
第
十
一
条
の
六
、
第
十
一
条
の
八
第
一
項
、
第
十
一
条
の
九
か
ら
第
十
一
条
の
十
一
ま
で
、
第
十
一
条

の
十
二
第
一
項
、
第
十
一
条
の
十
三
第
一
項
、
第
十
一
条
の
十
四
第
一
項
及
び
第
十
一
条
の
十
六
第
一
項
」
に
、「
第

十
一
条
の
三
第
二
項
」
を
「
第
十
一
条
の
四
第
二
項
」
に
、「
第
十
一
条
の
四
第
二
項
」
を「
第
十
一
条
の
五
第
二
項
」

に
、「
第
十
一
条
の
四
の
二
中
」
を
「
第
十
一
条
の
六
中
」
に
、「
第
十
一
条
の
五
」
を
「
第
十
一
条
の
七
」
に
、「
第
八

十
七
条
第
十
一
項
」
を
「
第
八
十
七
条
第
十
三
項
」
に
、「
第
十
一
条
第
一
項
第
十
四
号
」
を
「
第
十
一
条
第
一
項
第

十
五
号
」
に
、「
第
八
十
七
条
第
一
項
第
十
四
号
」
を
「
第
八
十
七
条
第
一
項
第
十
六
号
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中

「
第
八
十
八
条
及
び
第
八
十
九
条
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、」を
削
り
、「
か
ら
第
二
十
条
ま
で
」
を「
、
第
二
十
条
」

に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
及
び
第
九
項
か
ら
第
十
二
項
ま
で
」
を
「
、
第
九
項
、
第
十
項
、
第
十
三
項
及
び
第
十

四
項
」
に
、「
第
四
十
七
条
の
七
」
を
「
第
四
十
七
条
の
六
」
に
、「
第
三
十
四
条
第
十
一
項
及
び
第
十
二
項
、」を
「
第

三
十
四
条
第
十
三
項
及
び
第
十
四
項
、」に
、「
第
十
一
号
」
を
「
第
十
二
号
」
に
、「
及
び
第
三
十
四
条
の
二
第
二
項
」

を「（
第
三
十
四
条
の
二
第
三
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）」
に
、「
第
三
十
四
条
第
十
一
項
及

び
第
十
二
項
中
」
を
「
同
条
第
十
三
項
及
び
第
十
四
項
中
」
に
改
め
、「
組
合
を
除
く
。）」」の
下
に
「
と
あ
り
、
並
び

に
第
四
十
一
条
の
二
第
一
項
中
「
組
合
（
政
令
で
定
め
る
規
模
に
達
し
な
い
組
合
を
除
く
。）」」を
加
え
、「
同
条
第
十

一
項
第
一
号
」
を
「
第
三
十
四
条
第
十
三
項
第
一
号
」
に
、「
第
四
十
一
条
の
二
第
一
項
中
「
組
合
（
政
令
で
定
め
る

規
模
に
達
し
な
い
組
合
を
除
く
。」と
あ
る
の
は
「
連
合
会
（
」
と
、第
四
十
七
条
中「（
当
該
組
合
の
組
合
員
の
営
み
、

又
は
従
事
す
る
漁
業
及
び
当
該
組
合
の
所
属
す
る
漁
業
協
同
組
合
連
合
会
又
は
共
済
水
産
業
協
同
組
合
連
合
会
の
行

う
事
業
を
除
く
。」と
あ
る
の
は「（
当
該
連
合
会
の
所
属
員
た
る
組
合
及
び
連
合
会
並
び
に
当
該
連
合
会
の
所
属
す
る

連
合
会
の
行
う
事
業
を
除
く
。」を
「
第
三
十
四
条
の
二
第
三
項
及
び
第
六
項
中
「
前
条
第
十
項
及
び
第
十
二
項
」
と

あ
る
の
は
「
前
条
第
十
項
」
と
、
同
条
第
三
項
中
「
同
条
第
十
項
」
と
あ
る
の
は
「
同
項
」
に
、「
第
十
三
号
」
と
あ

る
の
は
」
を
「
第
十
四
号
」
と
あ
る
の
は
」
に
、「
第
十
三
号
」
と
読
み
替
え
る
」
を
「
第
十
五
号
」と
読
み
替
え
る
」

に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
第
九
十
条
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、」を
削
り
、
同
条
第
五
項
中
「
前
二
条
に
規
定
す

る
も
の
の
ほ
か
、
第
六
十
九
条
」
を
「
第
六
十
八
条
の
二
」
に
改
め
、「
場
合
に
お
い
て
」
の
下
に
「
、
第
六
十
八
条

の
二
第
一
項
中
「
で
あ
つ
て
」
と
あ
る
の
は「（
第
九
十
一
条
第
二
項
の
連
合
会
を
除
く
。
次
条
に
お
い
て
同
じ
。）で

あ
つ
て
」
と
、
第
六
十
八
条
の
三
第
一
項
中
「
第
六
十
八
条
第
一
項
第
一
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
九
十
一
条
第
一
項

第
一
号
」
と
」
を
加
え
、「
第
十
一
号
」
を
「
第
十
二
号
」
に
、「
第
七
十
条
第
二
項
」
を
「
第
七
十
条
第
二
項
中
「
第

三
十
四
条
第
十
項
本
文
、
第
十
一
項
及
び
第
十
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
四
条
第
十
項
本
文
」
と
、
同
項
」
に

改
め
、「
及
び
第
三
十
四
条
の
二
第
二
項
本
文
」
を
削
り
、「
者
を
除
く
。）」
と
」
の
下
に
「
、
第
七
十
条
第
三
項
に
お

い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
第
三
十
四
条
の
二
第
三
項
中
「
前
条
第
十
項
本
文
及
び
第
十
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
前

条
第
十
項
本
文
」
と
」
を
加
え
、「
第
九
十
一
条
第
四
項
第
一
号
」
を
「
第
九
十
一
条
第
五
項
第
一
号
」
に
改
め
る
。
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